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LCCの本質

短距離路線で優位性．
そもそも長距離路線
は機材稼働率が高い．

出所 花岡伸也：LCCの本質と国内LCCの将来, ていくおふ, ANA総合研究所, No.137, pp.12-21, 2015.
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List of Low-Cost Airlines 
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Wikipedia英語版

• アフリカ 6ヵ国9社

• 南北アメリカ 13ヵ国29社

• アジア・中東 21ヵ国70社

• 欧州 24ヵ国49社

• オセアニア 1ヵ国1社

• 合計 65ヵ国158社

（廃業したLCCリストあり）
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2013年当時の講演でのまとめ(赤字は今回追記)
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北米
• LCC進展後，約20年経過．

• LCCとFSC(Full Service Carrier)の区分がなくなりつつある

    - FSCのLCC化：付帯サービスの有料化

    - LCCのFSC化：イールド重視 コロナ禍後にFSCとLCCの差が開く

低運賃重視はULCCのSpirit等 (ULCCは北米のみの呼称)

    - 機材平均稼働時間と従業員あたり生産性に差があり．

• 子会社LCCの失敗 “Not a low-cost”

     Ted (2004-09) UA子会社，Song (2003-06) Delta子会社

Southwest Airlines 1971 (1967)
Sun Country Airlines 1983
Spirit Airlines  1992 (1983)
Frontier Airlines 1994
Allegiant Air  1998
JetBlue Airways 2000 (1998)
Avelo Airlines   2021 (1987)
Breeze Airways  2021 (2018)

AirTran Airways (1993-2014) 
Southwestに吸収

運航開始年
()は前身



(C) Hanaoka, 2025 6

欧州
• LCC成長後，約15年経過．

• 欧州単一航空市場パッケージIIIの完全履行化(1997年)後，第7の自由（3国間輸
送）を駆使しているのはRyanairとEasyJetの2強のみ．FSCと他LCCは自国を中心に
ネットワークを構築．第9の自由（カボタージュ）路線は少ない．Wizz Airも母
国ハンガリーだけでなく，ルーマニアやイタリアで複数の拠点空港．

• Ryanairのみが純LCCビジネスモデルを徹底（セカンダリー空港，LF重視，徹底し
た低運賃）．他の多くはハイブリッド化．

• 2強が他LCCを吸収 Ryanair: Buzz (00-04) EasyJet: Go Fly (98-05), GB Airways (89-08)

• LCCは単一航空市場内

- 多数の拠点空港と短距離路線で欧州全域をカバー．

     -  FSCは大陸横断路線を中心に収益重視．LCCと棲み分け．

2013年当時の講演でのまとめ(赤字は今回追記)

Ryanair 1997 as LCC (1984)
EasyJet 1995
Wizz Air   2004
Vueling    2004
Air Berlin 1979-2017 (1997-2010 as LCC) 

＊Brexitの影響: 英国が欧州共通航空領域
から除外

EasyJet Europe (2017設立) 大陸欧州に拠点空
港を維持

Ryanair UK (2019設立), Wizz Air UK (2018設立)  
英国内に拠点空港を維持

運航開始年



空の自由(Freedoms of the Air)
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出所 花岡伸也：到来したLCCの波とわが国の行方, ていくおふ, ANA総合研究所, No.131, pp.2-9, 2012.



Europe: Top 12 LCCs Passengers (2024)
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Source: https://www.routesonline.com/suppliers/10554/capa-centre-for-aviation/news/299664458/european-airlines-top-12-lccs-extended-
passenger-lead-vs-non-lccs-in-2024/



Europe: Top 12 LCCs vs non-LCCs Passengers (2024)

(C) Hanaoka, 2025 9

Source: https://www.routesonline.com/suppliers/10554/capa-centre-for-aviation/news/299664458/european-airlines-top-12-lccs-extended-
passenger-lead-vs-non-lccs-in-2024/
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出所：OAG Aviation Worldwide Limited “Historical data”を基に三菱総合研究所作成．
各年10月第1週．旅客直行便を対象．
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2013年当時の講演でのまとめ(赤字は今回追記)

アジア

• 東南アジア(ASEAN)はLCC登場後，約8年経過．北東アジアはこれから．

• 2015年にASEAN単一航空市場の成立・実行も第５の自由まで．合弁会社モデル
(AirAsia, Jetstar, Lion Air, Tiger Airways)により第７と第９の自由を行使.

• アジア市場は地理的スケールが大きい．

- 短距離市場は東南・北東で分かれる．

- 中・長距離LCCの登場：AirAsia X，Jetstar．Scoot

費用削減優位性がほとんどない．付帯サービスの有料化に活路があるか？

- 合弁会社モデルはどこでも成功するのか？

• AirAsiaグループ
AirAsia (マレーシア), Thai AirAsia, Indonesia AirAsia, Philippines AirAsia, AirAsia X,   

       Thai AirAsia X 廃業 AirAsia Japan, Indonesia AirAsia X.  吸収 AirAsia India

• Lion Airグループ

      Lion Air (インドネシア), Batik Air [FSC], Wings Air [Reginal], Super Air Jet [ULCC!]

      Batik Air Malaysia, Thai Lion Air 

• Vietjet Airグループ

       Vietjet AIr (ベトナム), Thai VietJet Air

JetstarグループはJetstar Japan以外は

吸収(Jetstar Pacific)と廃業(Jetstar Asia)



ASEANのLCCの特徴

• 中間所得層のニーズに一致

- 低運賃が新規航空需要を誘発．

• 適切な地域サイズ

- 主要都市間の距離が近く短距離路線を設定しやすい．

• 航空自由化政策

- 欧州と同じ構図(大陸間はFSC,域内はLCCという棲み分け).

- 欧州と異なり自由化は第5まで．合弁会社モデルで対応．

12(C) Hanaoka, 2025

なぜASEANでLCCが成長・普及したのか？



LCCの合弁会社モデル
• ASEAN単一航空市場では，第7の自由(他国間)，第8・9の自由(カボ
タージュ)が自由化されていない．

• 外資規制の上限未満で他国に合弁会社を設立することで，他国間輸
送と他国の国内輸送が“実質的に”可能．

- 他国の空港を拠点として国際線も国内線も運航できる利点．

- 実質的所有と実効的支配における後者の“事実上の”緩和．

• LCCの優位性：国籍のイメージが薄い．

- 他国の国内輸送も違和感がない．

- バンコクのドンムアン空港(DMK)ではエアアジア4社が運航中．

タイ・エアアジア[FD]と, エアアジア[AK](KUL), インドネシア・エアアジア
[QZ](DPS)，フィリピン・エアアジア[Z2](MNL)の違いはない．

• 混雑空港では航空自由化も合弁会社モデルも効果がない．

 - 発着枠は別途検討．発着枠に余裕がないと機材稼働率を上げられない．

- セカンダリー空港の重要性 (e.g. DMK)

(C) Hanaoka, 2025 13
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東南アジア
（国際線）

東南アジア
(国内線＋国際線)
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出所：OAG Aviation Worldwide Limited “Historical data”を基に三菱総合研究所作成．
各年10月第1週．旅客直行便を対象．

北米・欧州と異なりコロナ禍で国際線のLCCシェアが落ちている．
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北東アジア

2012年
LCC元年

韓国
Jeju Air 2005
Air Busan 2008  Asianaの子会社
Jin Air 2008 Korean Airの子会社
Eastar Jet 2009
T'way Air 2010(2005)
Air Seoul 2016  Asianaの子会社
Aero K 2021
Air Premia 2021

中国
Spring Airlines(春秋航空) 2004
FSCの子会社LCCが多数

香港
HK Express 2005  Cathayの子会社

FSCの子会社が多い
Airline-within-airline (AWA) 戦略

日本，中国，韓国，台湾，香港，マカオ，
モンゴル，北朝鮮

(C) Hanaoka, 2025
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Vol.59 2025

廃業したAWA

現存するAWA
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北東アジア
（国際線）

出所：OAG Aviation Worldwide Limited “Historical data”を基に三菱総合研究所作成．
各年10月第1週．旅客直行便を対象．
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1. LCCによる価格競争の激化と付帯
サービス料金のアンバンドリング化．

2. FSCとLCCのハイブリッド化（ビジネ
スモデルの融合）．

3. COVID-19が市場構造や回復戦略に与
えた影響．

4. データ駆動型価格分析の増加．
5. FSC対LCCという枠組みを超えた新た

な競争理論構築の必要性．

主な論点

Vol.2 2024
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主な論点

主な論点

1. 付帯サービス(Ancillary Service)
はLCCにとって主要な収益源．

2. 旅客はサービスの種類によっ
て異なる支払意思額．

3. アンバンドリング化や動的価
格設定が拡大．

4. LCCのビジネスモデルを拡張．
航空産業の競争構造を再形成．

Vol.11 2024

(C) Hanaoka, 2025



LCCの展望
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2013年時点のまとめ



LCCの展望
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2025年の更新部分

世界的にLCCというビジネスモデルが成熟
サービス競争により一層のハイブリッド化が進展


	スライド 1: LCCの発展と展望 -世界の動向を振り返る-
	スライド 2: LCCの本質
	スライド 3: List of Low-Cost Airlines 
	スライド 4
	スライド 5: 2013年当時の講演でのまとめ(赤字は今回追記)
	スライド 6: 2013年当時の講演でのまとめ(赤字は今回追記)
	スライド 7: 空の自由(Freedoms of the Air)
	スライド 8: Europe: Top 12 LCCs Passengers (2024)
	スライド 9: Europe: Top 12 LCCs vs non-LCCs Passengers (2024)
	スライド 10: LCCシェア (座席数ベース)
	スライド 11: 2013年当時の講演でのまとめ(赤字は今回追記)
	スライド 12: ASEANのLCCの特徴
	スライド 13: LCCの合弁会社モデル
	スライド 14: LCCシェア (座席数ベース)
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17: LCCシェア (座席数ベース)
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21: LCCの展望
	スライド 22: LCCの展望

